
 

 

 



撮影の手順 

 

 

 

 

 

フィルムを入れ裏ぶたを閉じま

す。 

 メインスイッチをONにします。 

(フラッシュは自動的にスイング

アップします。) 

 ファインダーをのぞき、レンズを

ズーミングして画角を決めます。 

 

 

 

 

 

シャッターボタンを押して撮影し

ます。暗いときはフラッシュ撮影

に自動切替え。 

 フィルムが終わると自動的に巻き

戻されます。 

 裏ぶたを開けフィルムを取り出し

ます。 

 



ストラップの取付け方 

ネックストラップとして使用 

 

リストストラップとして使用 

 

 



各部の名称 

 

 

 

察セルフタイマーランプ 

拶メインスイッチ 

撮シャッターボタン 

擦電池室カバー 
 止めねじ 

札電池室カバー兼 
 ストラップ取付け具 

殺グリップ 

薩フラッシュ 

雑採光窓 

皐オートフォーカス窓 

鯖ファインダー窓 

捌AE受光窓 

錆レンズ(レンズカバー) 



 

 

 

 

鮫ケーブルスイッチソケット 
 (ケーブルスイッチ＜別売＞を接続する端子) 

皿ズームスイッチ 

晒視度調整ノブ 

三ファインダー 
 接眼窓 

傘巻き戻し軸 

参裏ぶた開放ノブ 

山パトローネ室 

惨モード固定スイッチ 

撒フィルム 
 在否確認窓 

散裏ぶた 

桟巻き取りローラー 

燦スプロケット 

珊三脚ねじ穴 

産フィルム感度検知ピン 



撮影表示パネル各部の名称 

 

 
Ｓ(単写)、Ｃ(連写)、 (セルフタイマー)、Ｒ(途中巻き戻し)指示マーク 

フラッシュONモード表示 

露出補正モード表示 

フラッシュOFFモード表示 

一般撮影モード表示(フラッシュ自動発光) 

シャッターボタン指示マーク 

裏ぶた開放指示マーク 

フィルム枚数計兼撮影回数表示 

電池マーク 

(図にはすべての液晶を表示してあります) 

撮影モード切替えボタン(1) 

撮影モード切替えボタン(2) 

DATE(オートデー卜)ボタン 

SELECTボタン 

SETボタン 

FUNCTボタン 

ME(マルチ撮影)、TE(タイム露出)、
INT(インターバル撮影) 
指示マーク 

フィルム給送マークと 
フィルム巻き取りマーク 

オートデート表示兼時間設定表示 

パトローネマーク 



 

 

パネル表示が複雑で覚えるのが大変という方へ 

このカメラは、高級一眼レフあるいはそれ以上に意図的な応用撮影のできる多機能タイプで、６つの切替え

ボタンによる多数のモードが設定されています。 

しかもこの撮影表示パネルには、すべての撮影情報と様々な機能の表示が集中しています。 

しかし普通に撮影する際の情報としては、このうちのＳ(単写)指示マーク・一般撮影モード表示・裏ぶた開

放指示マーク・フィルム枚数計・電池マーク・フィルム給送マーク・フィルム巻き取りマーク・オートデー

ト・パトローネマークをチェックしてください。 

 

パネル表示が複雑で覚えるのが大変という方は、まず「一般撮影」編をお読みになり、一般撮影をしてくだ

さい。そして応用的な撮影をお望みの場合に、それぞれの項目をお読みになれば、自然にこのカメラをマス

ターすることができます。 



一般撮影 

 

 

 

 

 

 

 

一般撮影で必要なパネルチェック 

Ⓐ 電池マーク(  )：電源チェック用。電池が消耗すると1/2
白くなり、さらに消耗すると点滅して電池交換を指示、全
部白くなると作動が停止します。 
新しい電池を入れると点灯します。 

Ⓑフィルム枚数計：撮影ごとに数字が増えて撮影枚数を示し、
巻き戻し時には逆算表示されます。 

Ⓒ 一般撮影モード表示(  AUTO)：日中はAE撮影、夜間室内や
逆光時はフラッシュが自動発光します． 

Ⓓ 裏ぶた開放指示マーク(  )：フィルムが正しく入っていな
いとき、フィルムの巻き戻し完了時(途中巻き戻し完了時
にも)点滅した後点灯し、裏ぶたを開けてフィルムを取り
出すよう指示します。 

Ⓔ Ｓ(単写)指示マーク：シャッターボタンを一度押すと１コ
マ撮影される通常のモードです。 

Ⓕ フィルム給送マーク( )：フィルムが正しくオートロ
ードされたとき、撮影ごとに巻き上げられたとき、巻き戻
し時にそれぞれの方向に順次点灯します。 

Ⓖ フィルム巻き取りマーク( )：フィルムが正しく巻かれて
いるときに表示されます。 

Ⓗパトローネマーク( )：フィルム給送マークと共に点灯し、
巻き戻し終了後も点灯してパトローネがカメラのなかに
残っていることを示します。 
またフィルムのミスセット時には点滅します。 

Ⓘ オートデートの日付、時刻表示：メインスイッチOFF時に
も表示されます。 

 

Ⓐ 

Ⓑ 
Ⓒ 

Ⓓ 

Ⓔ 

Ⓕ 

Ⓖ 

Ⓗ 

Ⓘ 



１．まず電池の確認をしましょう  
このカメラには、すでに電池が 

入っています。 

 

 

 

 

 

1) メインスイッチ拶をスライドし

て電源ONにします。(フラッシュ

薩がスイングアップします。) 

次の確認をしてください。 

＊ 電源OFFにするには… 

フラッシュを閉じます。 

 

  

使用電池は、リチウム電池(2CR5：6V)

１コで、すべての機構を作動させます。 
 

2) 撮影表示パネルの電池マークⒶ

が点灯して、黒くなっていれば

電池はOKです。 

＊ 撮影表示パネルには、このほか 

Ⓑ  フィルム枚数計) 

Ⓒ   AUTO(一般撮影モード) 

Ⓓ Ｓ(単写)を指示する  指標 

① オートデートの日付、時刻 

が点灯しています。 
 

電池交換の時期 

電池が消耗すると、まず電池マー

クⒶが1/2白くなり、次いで点滅を

始めます。電池マークの点滅は電

池交換を指示する信号ですから、

点滅を始めたらすぐに同じタイプ

の新しい電池と交換してくださ

い。電池がさらに消耗して電池マ

ークが白くなると、すべての作動

が停止します。 

 



２．フィルム感度について 

 

 

 

  このカメラは、DXコードの付いた
パトローネ入り35㎜(135)フィル
ムを使用します。フィルムをカメ
ラに入れると同時に、使用フィル
ムの感度(ISO 50～3200)が自動的
にセットされます。 

 ＊ DXコードのないフィルムは、すべて
ISO100に設定されます。 

＊ リバーサルカラーフィルム(スライド用)
はISO50、100、200、400をご使用くださ
い。 

  使用フィルムの感度と導入ISO 
  

  



３．フィルムを入れてください 

 

 

 

 

このカメラのオートロードは、フ
ィルムをカメラに入れ、裏ぶたを
閉じるだけで、１枚目の撮影位置
までフィルムが自動的に送られる
ので、スピーディな入れ替えがで
きます。 

フィルムのセットは、メインスイ
ッチのON・OFFに関係なくおこなえ
ます。  1) 裏ぶた開放ノブ参を押し下げ、

裏ぶた散を開けます。 
 2) フィルムを入れます。 



 

 

 

 

 

 

3) パトローネ(フィルムの容器)を
指で押さえ、フィルムが平らに
出るようにします。 

 

 4) フィルム先端をカメラ内部のマ
ーク(FILM TIP )に合わせ、
フィルムのパーフォレーション
がスプロケット桟の歯にかみ合
っていることを確認して、裏ぶ
たを閉じます。 

＊ フィルム先端をマークよりあまり奥にセ
ットしないでください。 

 

 

 



 

 フィルムが正しく送られていると
きは… 

 フィルムが送られていないときは
… 

 

   

 

5) 裏ぶたを閉じると同時に、フィ
ルムは自動的に１枚目の撮影位
置まで送られ、撮影表示パネル
のフィルム枚数計Ⓑに  が出ま
す。 

＊ フィルム在否確認窓惨を見れば、フィル
ムが入っているかどうか、その種類も一
目でわかります。 

  
 

 

撮影表示パネルのフィルム給送マ
ークⒻが順次点灯した後、フィル
ム巻き取りマークⒼが点灯しま
す。 
＊ メインスイッチOFFの場合は、約１秒後に
デート表示以外消えますが、スイッチON
で再び表示されます。 

 フィルム給送マークⒻが一瞬現わ
れた後消え、Ⓑフィルム枚数計、
Ⓓ裏ぶた開放指示マーク、パトロ
ーネマークⒽが約10秒間点滅した
後点灯しますから、フィルムを入
れ直してください。 
＊ メインスイッチOFFの場合は点滅の後消
灯します。 

Ⓓ 

Ⓗ 
Ⓑ 



４．ズームレンズの移動の仕方 

 

 

 

 

 
1) メインスイッチ拶をスライドす
ると、フラッシュ薩がスイング
アップし、レンズカバー錆が開
き、電源ONとなり、撮影表示パ
ネルの液晶が点灯します。 

 

 2) シーソー式のズームスイッチ皿

のＴ側を押すと、レンズが広角
(WIDE)から望遠(TELE)へ、Ｗ側
を押すと望遠から広角へと自動
的に連続して変化します。 

 3) ファインダーの視野も、レンズ
に連動して変わりますから、フ
ァインダーをのぞきながら、希
望の画角位置で指を離し止めて
ください。 

＊ フラッシュを閉じれば電源OFFとなり、自
動的にレンズカバーが閉じ、レンズが広
角に移動します。 

＊ フラッシュ充電中はレンズの移動ができ
ません。 



 

 
広角40mm 

 
望遠80mm 

同じ位置から撮影 

● 狭い場所での集合人物や、周囲

の環境を入れたいスナップ撮影

などには、広角が適します。 

 ● 遠いものをひきつけて大きく写

すには、望遠が適します。 

● 望遠で近接して写せば、マクロ

撮影ができます。 

 ● 広角レンズで写したら、もう１

枚同じ場所から望遠レンズで写

しておくと、いっそう写真を楽

しめます。 



５．ファインダーの見方 

 

 

撮影範囲フレーム 
このフレームの範囲内が実際に写ります。 

近接修正マーク 
至近距離0.6mの撮影のときは、このマークの内
側が写る範囲になります。 

オートフォーカスフレーム 
ピントを合わせたい被写体をこのフレームに完
全におおうように入れて撮影します。 
右側の点丸は近接撮影時のフレーム位置です。 

ファインダー倍率： 
ズームレンズの画角変化に連動して、ファイン
ダーの倍率が変わり、どの焦点距離を使用する
場合も、ファインダーに見えるまま写ります。 

ゾーンフォーカススランプ( ) 
(AE/AFロックおよび近距離警告) 
点灯： 正しく撮影できるときは、シャッターボ

タンを半押ししたとき、ランプの一つが
点灯します。マークによっておよその距
離がわかります。このときフォーカスも
AEもロックされます。 

点滅： 被写体が0.6mより近すぎてピントが合わ
ないとき、シャッターボタン半押しで  
ランプが点滅して警告し、シャッターが
ロックされます。 

フラッシュランプ(  ) 
(フラッシュ切替えと低輝度警告) 
点灯： 暗いときや逆光のように中央の暗い被写

体では、シャッターボタン半押しで  ラ
ンプが点灯しフラッシュ撮影に切替わり
ます。 
フラッシュONモード(  ON)では、シャッ
ターボタン半押しで常時  ランプが点
灯。フラッシュ充電中はシャッターボタ
ンに関係なく点灯し、充電完了で消灯し
ます。 

点滅： フラッシュOFFモード( OFF)で点滅する
ときは、暗すぎて露出アンダーになると
いう警告です。 



６．正しい構え方 

視度調整について  

 

 

 

カメラ背部を額に当て、両
ヒジを軽くしめると、安定
します。 

 両ひじを開くと不安定で、
カメラがぶれやすくなりま
す。 

近視、遠視の方は、視度調整ノブ
晒を上下して、ファインダー視野
が眼鏡なしではっきり見える位置
に調整してください。＋0.5～-2.5
ディオプターの範囲で調整できま
す。  

＊ タテ位置撮影の場合も、ヨコ位置と同様にヒジを軽くしめてカメラを安定
させてください。 

＊ 指や毛髪、ストラップなどがレンズやオートフォーカス窓、AE受光窓、フ
ラッシュをジャマしないように気をつけましょう。 



７．いよいよ撮影です 

 

 

 

 

 
1) まず、メインスイッチ拶をスラ
イドしてください。フラッシュ
薩のスイングアップと同時にレ
ンズカバーが開き、電源ONとな
り、撮影表示パネルの液晶が点
灯します。 

 2) ファインダー接眼窓三をのぞい
てズームスイッチ皿を押し、希
望の構図になるようにレンズを
ズーミングさせてください。 

 3) ピントを合わせたい被写体がオ
ートフォーカスフレームをおお
うように中央に入れます。 

 
日中撮影の距離 

    

 



 

 

 

 

 

4) シャッターボタン撮を半押しす

ると、ファインダー内のゾーン

フォーカスランプ( )

の一つが点灯し、自動的にピン

トが合ったことと、撮影距離の

目安を示します。 

 

 5) シャッターボタンをさらに深く

静かに押し込むとシャッターが

きれて撮影が終了し、同時にフ

ィルムが１コマ分自動的に巻き

上げられ、フィルム枚数計が１

コマ進みます。 

＊ 撮影が終わったら、フラッシュを閉じて

ください。レンズが引っ込み、レンズカ

バーが閉じて電源OFFとなります。 

 

シャッターボタン半押しで、 ラ

ンプが点滅したときは： 

被写体が近すぎてピントが合わな

いという警告です。 

シャッターボタン半押しで、ゾー

ンフォーカスランプと同時に  

ランプが点灯したときは： 

AE撮影では暗すぎるとき、または

逆光などで画面中央が暗いとき、 

  ランプが点灯して自動的にフラ

ッシュ撮影に切替わります。 



８．マクロ撮影(なるべく近づいて大きく写したいときに) 

 

 

 

 

 
このカメラは、0.6mまでのマクロ
撮影ができます。至近距離で写す
と、写真のように花などを大きく
写し込むことができます。レンズ
を望遠80㎜にして写すと、最もマ
クロ効果が出ます。 

 1) 至近距離0.6mの撮影では、オー
トフォーカスフレームが右側の
点線で示された丸の位置に移動
しますから、この点線の丸が被
写体をおおうように入れてくだ
さい。 
撮影範囲は近接修正マークの内
側になります。この範囲で構図
を決めてください。 

 2) シャッターボタン半押しで、
ランプが点滅したときは、被写
体が0.6mより近過ぎてピントが
合わないという警告で、シャッ
ターがロックされます。少し離
れて写してください。 

 



９．フォーカスロック撮影(被写体を画面中央からはずして写したいときに) 

 

 

 

 
 1) オートフォーカスフレームに、

ピントを合わせたい被写体をお
おうように入れます。 

 

 

 

 

２人の記念撮影やスナップで画面
の両側に人物を入れたい場合、バ
ックの風景を中央に入れ人物を端
に置きたい場合など、フォーカス
ロック撮影をすれば、オートフォ
ーカスフレームから被写体をはず
してもシャープに写すことができ
ます。 

 2) シャッターボタン撮を半押しす
ると、ゾーンフォーカスランプ
が点灯、同時にピントが合い、
ピント位置が固定されます。 

 

3) 半押しのままカメラの方向を変
えて構図を決め直し、シャッタ
ーボタンを深く押して撮影して
ください。オートフォーカスフ
レームのなかに被写体がなくて
もピントが合います。 



 

 

 

 

 

＊ 半押しした指をシャッターボタンから離
すと、フォーカスロックは解除され、何
回でもやり直しができます。 

＊ フォーカスロックをした後、被写体まで
の距離を変えると、ピントが合わなくな
りますのでご注意ください。 

＊ フォーカスロックと同時にAEもロックさ
れます。 

 ● 黒い髪のように反射しにくいも
の、車のボディーなど光沢のあ
るもの、ローソクの焔などの発
光体、小さいもの、細いものは、
オートフォーカスが正しく働か
ないことがあります。こうした
撮影では、等距離にあって同程
度に明るく、測距しやすいもの
に向けてフォーカスロックし、
向け直して撮影すると正しい測
距ができます。 

 ● ガラス越しの撮影は、カメラを
ガラスに密着させるか、ガラス
に対して斜めから写せば正しい
測距ができますが、フォーカス
ロック撮影も有効です。 



10．フラッシュ撮影(暗いとき、逆光のときに自動発光) 

 

 

 

 

1) 室内など光量が少ないところ
や、逆光などで画面の中央部が
周辺より極端に暗いところで
は、シャッターボタン撮を半押
ししたとき、ファインダー内の 

 ランプが点灯しフラッシュ撮
影に切替わったことを示しま
す。ゾーンフォーカスランプも
同時に点灯します。 

 2) シャッターボタンを、そのまま
いっぱいに静かに押し下げてフ
ラッシュ撮影をしてください。 

＊ フラッシュ撮影後、約３秒間  ランプが
点灯しゾーンフォーカスランプは消灯し
ます。この間は充電中であることを示し、
シャッターがロックされ、ズーミングも
できません。 

＊ 連続してフラッシュ撮影したとき、電池
が温まると充電時間が多少長くなること
があります。 

 

逆光時のフラッシュ 
自動発光 

このカメラのフラッシュは、逆光
の人物撮影のように画面の中央が
バックより極端に暗いときにも自
動発光します。フラッシュが人物
に対する補助光として有効に働
き、人物を美しく写すことができ
ます。 

 



 

フラッシュ撮影距離範囲表 
フイルム感度とレンズの種類によって、フラッシュ撮影の距離範囲が変
わります。 

  

 

  

＊ネガカラーフィルム使用時 



11．フィルムの取り出し方 

  

 

 

 

1) フィルムが最後になると自動的
に巻き戻しが始まります。巻き
戻し中、フィルム枚数計Ⓑは巻
き戻しに連動して逆算し、フィ
ルム給送マークⒻが順次点灯し
ます。 

 ＊ 巻き戻し中、フィルム給送マークは上図
の点滅を繰り返します。 

 

2) 巻き戻しが完了すると、モータ
ーが自動的に停止し、裏ぶた開
放指示マークⒹが現われて約10
秒間点滅した後、フィルム枚数
計Ⓑの 、パトローネマークⒽ

一般撮影モード表示Ⓒ、Ｓ(単
写)指示マークⒺと共に点灯し
たままとなります。 



 

3) 裏ぶた惨を開けてフィルムを取

り出します。フィルムを出した

らフラッシュを閉じてくださ

い。レンズが引っ込み、レンズ

カバーが閉じます。 

 ＊ 安全のため、巻き戻し中に誤ってシャッ

ターボタンを押しても、シャッターがき

れないようになっています。 

＊ 撮影途中で巻き戻したいときは、途中巻

き戻しモードの項をごらんください。 

  

     



応用撮影１ モード１ 

このモードはフラッシュ自動発光の一般撮影と、日中

フラッシュ撮影、夕、夜景のAE撮影、露出補正による

逆光撮影などに使用されます。電源をONとして撮影モ

ード切替えボタン(1)を押すと、そのたびに４つのモー

ドが順次点灯し循環します。 

 

 

  

＊ どのモードでも１コマ写すと基本の  AUTO(一般撮影モード)に自

動復帰しますが、モードを固定することもできます。 

＊ フラッシュ充電中はモードの切替えができません。 

撮影モード切替えボタン(1) 

フラッシュONモード表示 

一般撮影モード表示 
(フラッシュ自動発光) 

露出補正モード表示 

フラッシュOFFモード表示 

AUTO：一般撮影モード(フラッシュ自動発光) 

ON：フラッシュONモード 

OFF：フラッシュOFFモード 

OFF＋1.5EV：露出補正モード 



１．日中フラッシュ撮影(フラッシュONモード) 

逆光や室内窓際の人物、くもりや

日陰の人物には、日中フラッシュ

撮影が効果的です。人物もバック

も共に明るくきれいに写せます。 

1) モード切替えボタン(1)を１回

押すと、撮影表示パネルに  ON

のマークが現われ、フラッシュ

ONモードになります。 

2) 普通のフラッシュ撮影と同様に

撮影してください。明るいとこ

ろでもフラッシュが発光します。 

 

 
＊ １カット撮影すると、一般撮影モードに

自動復帰します。 
連続して日中フラッシュ撮影をしたいと
きは、モードを固定できます。 

 スローシャッターシンクロ 

フラッシュONモードで夕、夜景を

バックに人物を写すと、スローシ

ャッターシンクロとなり、暗い背

景も共に明るく、雰囲気を生かし

た美しい人物写真が写せます。 

＊ スローシャッターシンクロではカメラぶ

れをしやすいので三脚をご使用くださ

い。 

 
フラッシュ使用 

 

 
フラッシュなし 

 

 
スローシャッターシンクロ 



２．夕、夜景のAE撮影(フラッシュOFFモード) 

このカメラは暗い場所でのAE撮影

が可能です。フラッシュOFFモード

にすれば、フラッシュを使わずに

１秒までのスローシャッターによ

る夕景や都会の夜景など、雰囲気

のある撮影ができます。 

 

 

 

 

  

 

 

 

1) モード切替えボタン(1)を２回

押すと、撮影表示パネルに  

OFFのマークが現われ、フラッシ

ュOFFモードになります。 

2) 日中撮影と同様に普通に撮影し

てください。暗いところでもフ

ラッシュは発光せず、AE撮影が

できます。 

 ＊ １カット撮影すると、一般撮影モードに

自動復帰します。 

連続してフラッシュなしの撮影をしたい

ときは、モードを固定してください。 

＊ スローシャッターによる撮影でカメラぶ

れをしやすいので三脚をご使用くださ

い。 

 ＊ シャッターボタンを半押ししたとき、

ランプが点滅したら、暗すぎて露出不足

のため写真が暗くなるという警告です。 

１秒以上の長時間露出をしたいときは、

タイム露出をしてください。 

２回押す 



３．露出補正の撮影(露出補正モード) 

逆光などで人物よりバックが明る

く、AE撮影では人物が暗くなるよ

うな場合、フラッシュを使わずに

人物を明るく写すには、やや多目

に露出をかける必要かあります。 

雰囲気を生かした自然光撮影のた

めの露出補正機構です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

1) モード切替えボタン(1)を３回

押すと、撮影表示パネルに  

OFF＋1.5EVのマークが現われ露

出補正モードになります。 

＊ モード切替えボタン(1)をもう1回押す

と、一般撮影モードに戻ります。 

 2) このモードで撮影すれば約1.5

絞り多目に露出補正されたAE撮

影がおこなわれ、明暗コントラ

ストの大きな被写体でも暗部を

明るく写すことができます。 

 ＊ １カット撮影すると、一般撮影モードに

自動復帰します。 

連続して露出補正の撮影をしたいとき

は、モードを固定してください。 

 

３回押す 



応用撮影２ モード２ 

このモードは連続撮影、セルフタイマー撮影をおこな

うときに使用しますが、撮影途中の巻き戻しにも使う

モードです。 

電源をONにして撮影モード切替えボタン(2)を押すと、

そのたびに指示マーク  が移動して各モードを指し循

環します。 

 

Ｓ：単写モード(通常撮影) 

 

Ｃ：連写モード(連続撮影) 

 

：セルフタイマーモード 

 

 Ｒ：途中巻き戻しモード 

 

 
 

＊ どの撮影モードでも１コマ写すと基本の単写モードに自動復帰し

ますが、モードを固定することもできます。 

＊ Ｒ：途中巻き戻しモードの設定には特別な操作が必要です。このモ

ードは固定できません。 

撮影モード切替え 

ボタン(2) 

途中巻き戻しモード指標 

セルフタイマーモード指標 

連写モード指標 

単写モード指標 

モード指示マーク 

シャッターボタン指示マーク 



１．連続撮影(連写モード) 

動きのある被写体のスナップな

ど、次々と続けてシャッターをき

りたい場合、シャッターボタンを

押したままで連続撮影ができま

す。連写速度は１秒間に約２コマ

です。 

 

 

 

  1) モード切替えボタン(2)を１回

押すと、撮影表示パネルの  印

がＳ(単写)からＣ(連写)に移動

し連写モードになります。 

 

2) 被写体に向けてシャッターボタ

ンを押したままで、シャッター

作動とフィルム送りを繰り返

し、何コマでも連続撮影ができ

ます。 

＊ フラッシュ撮影では、充電終了後次の撮

影がおこなわれますから、間隔を置いた

連続撮影となります。 

＊ 撮影表示パネルのフィルム給送マーク

は、最後の１コマだけ表示され、フラッ

シュ撮影時には毎回表示されます。 

＊ 一度指を離すと、Ｓ(単写)モードに自動

復帰します。何回も連続撮影をしたいと

きは、モードの固定をしてください。 

 

 

１回押す 



２．セルフタイマー撮影(セルフタイマーモード) 

 

 

 

 

1) モード切替えボタン(2)を２回
押すと、撮影表示パネルの  印
が (セルフタイマーマーク)を
指してセルフタイマーモードと
なり、 (シャッターボタン指示
マーク)が現われます。 

 2) カメラを被写体に向けてシャッ
ターボタンを押すと、セルフタ
イマーがスタートします。 

3) スタートと同時にカメラ正面の
セルフタイマーランプ察が点灯
し、約10秒後にシャッターがき
れます。セルフタイマーランプ
は約７秒間点灯した後約３秒間
点滅に変わります。 

 

＊ １カット撮影すると、Ｓ(単写)モードに
自動復帰します。 
連続してセルフタイマー撮影をしたいと
きは、モードを固定してください。 

＊ セルフタイマー撮影でもフラッシュは自
動発光しますし、シャッターボタン半押
しで、フォーカスロック、AEロックもで
きます。 

＊ セルフタイマー作動中にキャンセルした
いときは、フラッシュを閉じてください。 

２
回
押
す 



３．撮影途中の巻き戻し(途中巻き戻しモード) 

 

 

 

 

 
＊ セルフタイマーのスタートは、カメラの
うしろ側から操作してください。カメラ
の前からおこなうと、シャッターがロッ
クされてしまいます。 

＊ セルフタイマー撮影では、三脚をご使用
ください。 

 1) モード切替えボタン(2)を押し、
撮影表示パネルの  印がＣ(連
写)を指す位置で押し直し、約１
秒間押し続けていると、  印が
(セルフタイマーマーク)から

Ｒ(途中巻き戻しマーク)に移動
し、 (シャッターボタン指示マ
ーク)が現われます。 

 2) モード切替えボタン(2)を押し
たまま、シャッターボタン撮を
同時に押すと、途中巻き戻しモ
ードとなり、フィルムが巻き戻
されます。 
この後は自動巻き戻しの場合と
同じです。 

＊ 始動したら指を離しても終わりまで巻き
戻されます。 

押
し
続
け
る 



撮影モードの固定 

撮影モード切替えボタン(1)、(2)
で設定するモードは、どの撮影モ
ードに設定してあっても１ショッ
トごとに一般撮影モード、単写モ
ードに自動復帰しますが、モード
を固定することもできます。 

 

 

 

1) フィルムを入れる前に、裏ぶた
内側にあるモード固定スイッチ 

  

 惨のカバーをはずし、カバーの
凸部でモード固定スイッチを左
端に寄せてください。カバーは
元の位置に差し込んでください。 

2) フィルムセット後、モード切替
えボタン(1)または(2)を押し
て、ご希望のモードを設定して
ください。これでモードは固定
されますが、撮影途中でのモー
ドの変更もできます。 

 

＊ モードを固定してあっても、フラッシュ
を閉じて電源OFFにすると、固定されたモ
ードは解除されます。 
次の電源ONで一般撮影モードに自動復帰
します。 

＊ 撮影後モード固定スイッチを右に寄せれ
ば、モード自動復帰に戻ります。 

＊ モードを固定したままでは電池の消耗を
早めますので、モード固定の撮影が終っ
たら必ず自動復帰の位置に戻してくださ
い。 

＊ フラッシュ充電中はモード切替えができ
ません。 



応用撮影３ モード３ 

このモードは、多重露出、マルチ撮影、タイム露出、
インターバル撮影といった特殊撮影をおこなうための
モードです。 
電源をONにしてFUNCTボタンを押すと、そのたびに指示
マーク  が移動して各モードを指し循環します。 

希望のモードでSETボタンおよびSELECTボタンを操作
し、回数、時間を選択、設定します。 
 
通常撮影モード(  表示なし) 
 
ME：多重露出・マルチ撮影モード 
 
TE：タイム露出モード 
 

INT：インターバル撮影モード 

 

 

＊ どのモードでも１コマ写すと基本の通常撮影モードに自動復帰し
ます。 

＊ フラッシュ充電中はモードの切替えができません。 

FUNCTボタン 

SETボタン 

SELECTボタン 

インターバル撮影指標 

タイム露出指標 

多重露出・マルチ撮影指標 

モード指示マーク 

タイム露出時間・インターバル撮影の間隔時間表示 

多重露出・マルチ撮影・インターバル撮影の回数表示 



１．マルチ撮影１(多重露出撮影) 

このカメラには、設定した回数シ

ャッターボタンを押す間、フィル

ムは送られず、同一画面に多重露

出のできる多重露出撮影モードが

組み込まれています。 

 

 

 

 

 

 2) FUNCTボタンを１回押すと、撮影

表示パネルの  印がME(マルチ

プル・エキスポージャー)を指

し、フィルム枚数計に代わって

露出回数の  が点滅します。 

 3) SETボタンを押すごとに露出回

数が点滅したまま増えますか

ら、希望の回数を選びます。 

39回まで設定できます。 

1) まず、Ｓ(単写)モードになって

いることを確認してください。 

もし、他のモードになっていた

ら、撮影モード切替えボタン(2)

を押して  印をＳ(単写)に合

わせてください。 

    



 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

4) 次にSELECTボタンを押すと、露

出回数の数字が点滅から点灯に

変わり、露出回数が設定され、

同時に (シャッターボタン指

示マーク)が現われます。設定し

た回数の撮影ができます。 

＊ 撮影終了でマルチ撮影モードはキャンセ

ルされます。 

＊ 撮影回数設定後でも、撮影の途中でも、 

 AUTO、  0N、  OFF、  OFF＋1.5EVのど

のモードにも切替えができシャッターを

きっても自動復帰しません。 

 

＊ Ｓモードで設定した後、Ｃモード(連写)

への切替えはできますが、撮影途中での

切替えはできません。 

＊ 撮影表示パネルの回数表示は、撮影ごと

に逆算されます。 

＊ 設定後のキャンセルは、フラッシュを閉

じてください。 

 ＊ 多重露出撮影では、例えば都会の夜景を

写した後、夜空に浮かぶ飛行船を写し込

むといったモンタージュ写真、あるいは

暗いバックの前で、同じ人物が一画面に

何人もいるといったトリック撮影など、

アイデアを生かした撮影ができます。 



２．マルチ撮影２ 

このカメラには、シャッターボタ

ンを一度押すだけで、連続して同

一画面に設定した回数の多重露出

ができる、マルチ撮影モードが組

み込まれています。 

 

 

 

 

 

 2) FUNCTボタンを１回押すと、撮影

表示パネルの  印がME(マルチ

プル・エキスボージャー)を指

し、フィルム枚数計に代わって

露出回数の  が点滅します。 

 3) SETボタンを押すことに露出回

数が点滅したまま増えますか

ら、希望の回数を選びます。39

回まで設定できます。 

＊ 撮影表示パネルの回数表示は、撮影ごと

に逆算されます。 

1) 撮影モード切替えボタン(2)を

押して  印をＣ(連写)モード

に合わせてください。 

＊ この操作は、撮影回数設定後でもできま

す。 

    

１
回
押
す 



 

 

  
 

 

 

 

＊ フラッシュ撮影に
よる連写では、１シ
ョット目のみフラ
ッシュが発光し、２
回目以降はフラッ
シュは発光しませ
ん。 

 
 
 

 

 

4) SELECTボタンを押すと・露出回
数の数字が点滅から点灯に変わ
り、露出回数が設定されます。
同時に (シャッターボタン指
示マーク)が現われます。 

5) カメラを被写体に向け、チャン
スを待って一度シャッターボタ
ンを押すと、設定した回数連続
してシャッターがきれ、マルチ
撮影ができます。 

＊ マルチ撮影では  AUTO、  0N、  OFF、  OFF
＋1.5EVのどのモードにも撮影回数設定
後切替えることができます。 

 

＊ 撮影終了でマルチ撮影モードはキャンセ
ルされます。 

＊ 設定後にキャンセルしたいときはフラッ
シュを閉じてください。 

＊ マルチ撮影では、全体の露出量が適正の
２倍を越えないように設定してありま
す。 

 ＊ マルチ撮影では、黒または暗いバックで
動く被写体だけを明るい条件で写してく
ださい。 

＊ 日中撮影での露出回数は10回程度を目安
にして、スポーツなどの動きが撮影でき
ます。 

＊ マルチ撮影ではカメラぶれを防ぐため、
三脚のご使用をおすすめします。 

 



３．タイム露出 

 

 

 

 

２秒から数時間にわたる長時間露
出をしたいときのモードです。夜
間の遠景や星野の撮影、花火の撮
影などにご活用ください。 

 1) FUNCTボタンを２回押すと、撮
影表示パネルの  印がTE(タイ
ム露出)を指し、オートデート
表示に代わって、露出時間を示
す 
(時)： (分)： (秒) 

が現われ、(時)が点滅します。 

 2) SELECTボタンを押すごとに分・
秒・時が順次点滅し循環しま
す。希望の時・分・秒を点滅さ
せてください。 

２
回
押
す 



 

 

 

 

 

3) SETボタンを押して、秒数、分
数、または時数を設定してくだ
さい。一度押すと１秒(分、時)
ごと、押し続けると早送りさ
れ、２秒から99時間までのタイ
ム露出を設定できます。 

 4) ここで再びSELECTボタンを押す
と、時間の数字が点滅から点灯
に変わり、 (シャッターボタ
ン指示マーク)が現われます。 

＊ 誤ってセットした場合はもう一度SELECT
ボタンを押すと1)に戻り、セットのやり
直しができます。 

5) 被写体に向けてシャッターボタ
ンを押すと、決められた時間シ
ャッターが開き、長時間のタイ
ム露出ができます。 

 

＊ 撮影終了でタイム露出モードはキャンセ
ルされます。 

＊ タイム露出では撮影モードに関係なく、
 OFF、Ｓ(単写)に自動セットされま
す。 

＊ タイム露出では必ず三脚をお使いくださ
い。 

＊ 設定後にキャンセルしたいときは、フラ
ッシュを閉じてください。 



４．インターバル撮影 

 

 

 

 

一定間隔の時間ごとに、１コマず
つ繰り返して自動的にシャッター
が作動するインターバルタイマー
が内蔵されています。開花の状況
や動植物の生態、あるいは天候の
変化など、一度セットすれば、あ
とは手をふれずに正確な時間間隔
の撮影をします。 
＊ インターバル撮影では、必ず三脚をお使
いください。 

＊ 電池マークが点滅している(電池消耗)時
はインターバル撮影ができません。 

＊ 撮影終了でインターバル撮影モードはキ
ャンセルされます。 

 1) FUNCTボタンを３回押すと、撮
影表示パネルの  印がINT(イン
ターバルタイマー)を指し、オ
ートデート表示に代わって、撮
影間隔を示す 
(時)： (分)： (秒) 

が現われ、同時にフィルム枚数
計に代わって撮影回数を示す
が現われ点滅します。 

 2) SETボタンを押して、撮影回数
を設定してください。 

３
回
押
す 



 

 

 

 

 

 

3) SELECTボタンを押すと、撮影回
数が点灯に変わり、時が点滅し
ます。ボタンを押すごとに分・
秒・時が順次点滅し循環しま
す。希望の時・分・秒を点滅さ
せてください。 

 4) SETボタンを押して、秒数、分
数または時数を設定してくださ
い。一度押すと１秒(分、時)ご
と、押し続けると早送りされ、
10秒から99時間までの撮影間隔
を設定できます。 

＊ インターバルタイムは、10秒以下に設定
しても、最短単位の10秒になります。 

＊ 設定後にキャンセルしたいときは、フラ
ッシュを閉じてください。 

 5) ここで再びSELECTボタンを押す
と、時間の数字が点滅から点灯
に変わり、 (シャッターボタ
ン指示マーク)が現われます。 

＊ 誤ってセットした場合はもう一度SELECT
ボタンを押すと1)に戻り、やり直しがで
きます。 

6) 被写体に向けてシャッターボタ
ンを押すと、約１秒後に１枚撮
影された後、決められた時間ご
とにシャッターが作動します。 

＊  AUTO、Ｓ(単写)に自動セットされます
が、  ON、  OFF、  OFF＋1.5EVへの変更
もできます。 



オートデート 

 

 

 

このカメラは、2019年12月31日ま
での日付、時刻を自動的に記憶す
るクオーツ制御のオートデート機
構を組み込んでいます。撮影表示
パネルで写し込みデータを表示
し、これと同じデータを画面に写
し込むことができます。 

 

 

 

 

 

 

PRINT(写し込み確認用) 
日付・時刻表示) 

DATEボタン   表示モードの切替えに使うボタン 
SELECTボタン 
SETボタン 

日付、時刻の調整に使うボタン 



１．表示モードの切替え 

 1) メインスイッチをスライドして
電源ONにしてください。 

＊ オートデートは電源OFFでも働いていま
すが、表示モードの切替えと日付・時刻
の調整は電源をONにしないとできませ
ん。 

2) DATEボタンを１回押すごとに、
図のように５つのモードが循環
して切替わり表示されます。 

 写し込み確認の表示 
シャッターをきるのと同時に、デ
ート数字の下にPRINTの文字が約
３～４秒現われ、写し込み確認の
合図をします。フィルム上にはプ
リントされません。 

 写し込みの位置とバック  

 

 

 

 
ファインダーでのぞいて日付、時
刻の写し込まれるおよその位置
は、図のとおりです。 
写し込み位置のバックが明るい場
合や白い場合は、写し込み文字が
はっきり出ないことがありますか
らご注意ください。 



２．日付・時刻の調整 

海外で時差に合わせるときは、日
付だけでなく、時刻も合わせてく
ださい。 

 

 “年・月・日”の合わせ方 
<年>の調整 

 
1) DATEボタン①を押してパネルに年・
月・日を出します。 

2) SELECTボタン②を一度押すと年が点
滅します。 

3) SETボタン③を押して正しい年を出し
てください。一度押すと１年ずつ、
押し続けると早送りされます。 
('88 '19) 

['88＝1988年、'19＝2019年] 
<月>の調整 

 
4) SELECTボタン②をもう一度押すと、
点滅が月に移動します。 

5) 年と同じ要領でSETボタン③を押し、
月を合わせてください。 
(１ 12) 

 <日>の調整 

 
6) SELECTボタン②をさらにもう一度押
すと点滅が日に移動します。 

7) 月と同じ要領でSETボタン③を押し、
日を合わせてください。 
(1 31) 

8) 以上の年・月・日の調整が終わった
らSELECTボタン②をもう一度押して
ください。日の点滅が点灯になり、
年・月・日写し込みの状態になりま
す。 

＊ 年・月・日の調整をおこなうと、
月・日・年、日・月・年のモードも
自動的に調整されます。 

＊ 日・時・分のモードは日付だけ自動
的に調整されます。 



専用アクセサリー 

“時・分・秒”の合わせ方 
<時>の調整 

 
1) DATEボタン①を押してパネルに日・
時・分を出しておきます。 

2) SELECTボタン②を一度押すと時が点
滅します。 

3) SETボタン③を押して正しい時を出し
てください。一度押すと１時間ず
つ、押し続けると早送りされます。 
(０ 23) 

<分><秒>の調整 

 
4) SELECTボタン②をもう一度押すと点
滅が分に移動します。 

5) 時と同じ要領でSETボタン③を押し、
分を合わせてください。 
(00 59) 

 6) 分を合わせた後、テレビ、ラジ
オの時報に合わせてSELECTボタ
ン②を押すと、分の点滅が止ま
り、15時の時報の場合は
ジャストにセットされます。こ
れで正しい日・時・分写し込み
の状態になります。 

＊ 日付の調整は年・月・日のモードでおこ
なってください。 

＊ オートデートの電源は、カメラ本体と共
用のリチウム電池です。 

＊ 電池を交換した後は、必ず年・月・日、
時・分・秒の調整をしてください。 

 ● コニカフィルター(38㎜)ソフト
ンフィルター 

 レンズ前面に取付け、女性など
を軟かく描写して、雰囲気のあ
る写真を写します。 

 スノークロスフィルター 
 レンズ前面に取付け、光った部
分に美しいフレアーを出す軟焦
点描写用のフィルターです。 

● ケーブルスイッチ 
 ケーブルスイッチソケットに取
付け、カメラから離れてシャッ
ターがきれます。スローシャッ
ターによる撮影時に、カメラぶ
れを防ぐため三脚と共にご使用
ください。 



電池交換の方法 

 

 

 

 

電池マークが1/2白くなり、点滅

を始めたら電池を交換してくださ

い。 

使用電池はリチウム電池(2CR5：

6V)１コで、カメラ本体とオート

デート兼用の単一電源です。 

＊ 電池の交換はフィルムが入っていないと

き、フラッシュをスイングアップしたま

まおこなってください。 

＊ 撮影の途中で電池マークが点滅をはじめ

たら、そのまま最後まで撮影した後、電

池を交換してください。 

＊ 万一、撮影途中で電池マークが白くなり

シャッターがロックされても、途中巻き

戻しはできます。 

＊ 電池を交換した後は、必ずオートデート

を調整してください。 

 1) 小型のドライバーまたはストラ

ップ取付け環の凸部で、上下２

ヵ所の電池室カバー止めねじ擦

をゆるめ、電池室カバー札をは

ずし電池を取り出してください。 

＊ 液晶パネル表示がすべて消灯するのを確

認してから、新しい電池を入れてくださ

い。 

2) 正しく電池を入れます。 

＊ このときレンズカバーが作動します。作

動しないときは、一度電池を入れ直して

ください。 

 3) 電池室カバーをはめ込み、ねじ

で止めます。 

＊ 正しく電池がセットされると、撮影表示

パネルの 

①オートデートが 

の数字で点灯し、 

メインスイッチONで、 

② (電池マーク) 

③  AUTO(一般撮影モード表示) 

④ (フィルム枚数計の数字) 

⑤  (Ｓを指示するマーク) 

が点灯します。 



性能表 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊上記の性能については当社試験条件によります。 ＊製品の仕様、外観は予告なく変更することがあります。 
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